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令和７年度後期生徒会役員が
決まりました
６月１６日(月)に立ち会い演説会が行われ、新しい

役員体制が決まりました。
会 長 石川 勇翔(3A) 副会長 岡端 瀬礼(3B)
書 記 日浦 大心(3A)・木下 開理(2A)

生徒会役員認証式より

少年メッセージ2025紀の川市大会 ６月８日

３年生北畑 希さんが、紀の川市ホール田園において開催された「紀の川市少年メッセ
ージ 2025」に動画で出場しました。北畑 希さんは「音楽が救ってくれた自分」というテ
ーマで発表し佳作に選ばれました。北畑さんは発表会当日ソフトテニス部の県大会に出
場が決まっていたので動画での出演になりました。メッセージの発表は、練習時間が短
い中でしたがとても立派な発表でした。

桃山Hubproject（全校） ６月１０日

桃山町の伝統文化を守り継承していく目的で活動されている「 桃山 Hubproject ｣の皆
様に来ていただき、桃山町の歴史や伝統文化について教えていただき、桃山音頭の踊り
もご指導いただきました。地元にプライドを持って将来に役立てて欲しいです。

那賀地方陸上競技大会 ６月３日 紀三井寺公園陸上競技場

今年は、２８名の生徒が参加しました。雨の中よく頑張りました。

【 ６位までの入賞者 】
（共通男子） 1500M ６位 宮村 漣也

4x100mR ５位 木村 紘都 日浦 大心 淡路 己虎 門 大悟
走高跳 ３位 林 龍之介
走幅跳 ２位 門 大悟 ４位 日浦 大心 ５位 淡路 己虎
砲丸投 ３位 北浦 壱桜

（１年男子） 1500M １位 宮村 隼人
（共通女子）4x100mR ４位 宮村 愛音 日浦 愛音 大森 萌生 片山 瑠夏

走幅跳 ４位 宮村 愛音
砲丸投 １位 永長 そら ２位 稲田 さくら ３位 松原 怜良

４位 髙田 咲奈 ５位 坂浦 美穏
（１年女子） 800M ２位 片山 瑠夏
（２年女子） 100M ４位 大森 萌生

【 生徒会活動方針 】
私たち生徒会は、荒川中学校をよりよいものにするため、このスローガンを掲げたい

と思います。今までの荒川中学校で先輩方が目的としていた球技大会を実現することが

できました。今回私たちは、一人ひとりが目的に向かって協力し、やるべきことに集中

して取り組む大切さを学んでいきたいと思い、この目標に決めました。この目標を元に、

今年は荒川中学校の取り組みをもっと地域に広げるよう発信していきたいと思います。

生徒全員がお互いに支え合い、１人ひとり目的を持って集中して取り組む荒川中学校に

していきましょう。

【 クラス目標 】

各クラスで話し合い、自分たちの言葉で学級目標を決めました。
６月９日の生徒総会で発表しました。

クラス目標 どんな学校にしたいか

１ 当たり前のことを当たり前にする ・安心して行ける。
A ～行動と言動に責任を持ち、休憩と授業のメリ ・差別がない。
ハリをつける～

１ １、自分の気ままを抑えて自分の行動をコントロ ・いじめのない学校

B ールできる人 ・誰かを使って人をからかうのがな

２、任された仕事や自分の行動に責任が持てる人 い学校

３、お互いの価値観の違いや個性を認められる人 ・みんなが登校しやすい楽しく過ご

４、意見の違いや対立があったときは、暴力（殴 せる学校

る、言葉、空気）でなく、対話によって解決がで ・意見を言いやすい学校

きる人 ・ルールを守れる学校

５，学校や地域に貢献できる人

２ ｢誰がやる｣の｢誰｣がたくさんいる思いやりがあ ・校外でも挨拶ができるようにする。

A ふれるクラス ・困っている人を助ける。

２ いつもなかがよくてかがやいていてにこにこし ・明るい学校。
B ているしょうじきものな ２－B組 ・困った人を助ける。
３

A ♡ ♡愛 ハッピーポジティブ スマイル 挨拶ができる学校。

３ 率先して気配りし、前向きに切り替え思いやり ・みんな仲良い学校。
B がある素敵な良い仲間～笑愛楽～ ・各生徒が〝荒中生"として自覚

をもっている。

令和７年度生徒会スローガン『一心一意』


